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発刊によせて

飯盛加島田正良

「災甚は忘れた頃にやってくる」と良く IIIしますが，昭和32年 7月の，浪早大水'，1;から25年たっ

た昭和57年 7月23日，長崎県南部地方を襲った梅雨末期の典型的な集中索雨は，夕方から深夜ま

で，激しく降り続き，飯盛JIIIでは時liil雨ht137％という焼異的降雨{Itを記録し，未杓有の躯中袋雨

となりました。

この集中栄雨で，飯盛町では死者18名，家展の全（半）壊や床＿l9:（下）没水， Ill畑の冠水，流

失や埋没，道路の陥没や欠壊，及ぴ河川の決壊など総額75億1.J.］をこす甚大な被、1}が，町l}、］全域に

発生しました。今lOI の災'.，!f では，山 1111部の集落，河川沿いの集落やI}il平野—--4i','の集落が特に被‘,!fが

大きく，そのはとんどが山消波による土石流，河川氾濫による濁流やIJfJ平野の冠水によるもので

あり，本町の自然が，災甚に対し，極めてもろいことを教えてくれたのです。

従って， これからは，山lii1部やiitの多い地区に対する忽傾斜地崩壊対策，交通通信網の別各{Iiii,

避雅体制の確立， I91主防災組織の拡充強化，危険箇所や巡視箇所の見直し，河川氾濫のll)j」|：，樋

門改修等総合lI）j災対策を確立し，災也のない明るい飯盛町をつくりあげなければなりません。

あの大惨禍から 1年半余の歳月が流れようとしているいま，改めて犠牲者のご冥福をお祈りし，

謹んで哀悼の、邸を棒げ，被災者の皆様に心からお見舞1|lしあげます。また，未竹有の大水：，仔にあ

たり，全国各地から義援金，救援物託数々の激II])Jを賜わった皆様，さらに救援活動や災苫復!EI

作業に奉仕された自衛隊，消II）jFll，婦人会，各種団体やポランティアの皆様，佐賀県や長崎県を

始め，県内 8IIITの皆様に，衷心より厚くお礼l1lしあげます。かつて経験したことのない大惨 ’liで，

悲しみの極にあった町民は皆様の普邸によって， どれほど勇気づけられ，大きな1,i)Jみになったこ

とか図り知れません。

町では，多くの援助や協力を！！りわった皆様の温かい善邸を無にすることがないように，国や県，

及ぴ関係当！司の絶大なるご協力とご援助を{I|lぎながら，現在 8T-町民の総力を結集して，災‘,lf復

|l9Fl、業に取り組み，順調に進捗しているところであります。

この記録集が，大水苫の一端を後世に伝え，防災訟識の昂楊と災'.，!:：li）jILの一助となれば幸いで

あります。
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二
（町建設課の雨量計自記紙）

7月23日、長崎県南部地方を襲った集中豪雨は、梅雨末期の典型

的な集中豪雨で、短時間の降雨の強さでは日本の観測史上最大級の

ものであった。

飯盛町の雨量計は午後8時から午後9時までの時間雨量137mmと

いう驚異的降雨量を記録し、町内各地域に甚大な被害が
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▲山津波が住家をひと呑みに一一多量の土砂や流木

の中で救出作業が続く（古場名補伽地区）

▲土砂の除去作業にあたる消防団員（古場名補伽地区）

，，流出した土砂や巨木で道路や川のあとかたもない（古場名補伽地区）



▲濁流が二階まで，救助活動にポートを使用

（後田名城下地区）

A24日まで逍路も冠水（後田名城下地区）

ら

▲多董の土砂や流木に押し流され散乱した車

（古場名補伽地区）

▲泥海と化した開平野，床上浸水家屋は

200戸をこえた

▲山津波で豚舎と被害にあった豚の死骸（古場名補伽地区）



▲悲しみの中に遺体の収容（古場名補伽地区）

▲道路を塞ぎ，川を塞ぎ，家を呑み込んだ多

量の土砂や流木の中で救出作業にあたる自

衛隊員（古場名補伽地区）

▼流木や巨石を取り除き．行方不明者の発見

に全力をあげる自衛隊員（古場名補伽地区）



▲小島名も冠水， 74戸が床上浸水の被害

▲通常郵便や小包郵便も冠水（飯盛郵便局）



▲裏山の店崩れで体育館に押

しよせた土砂（飯盛中学校）

►濁流が流入し，床板がはがれた
職員室（飯盛西小学校）
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▲流入した校庭の土砂の高さは35cm（飯盛西小学校）

◄土砂に埋もれた I • 2年生

の教室（飯盛西小学校）

▲流入した雑木の除去作業をする消防団員（飯盛西小学校）

▲襄山の山津波で土石流が流入，校庭は無残な姿となった（飯盛西小学校）



◄冠水商品の整理におわれる
商店（後田名城下地区）

▲清掃に励む商店，この付近は 2階まで浸

水した家屋もあった（後田名城下地区）

◄冠水したショーケースが道路
に山積（後田名城下地区）



▲炊き出しに活躍する婦人会（寺平名西明寺）

◄▼家具・寝具・日用品も冠水，こうした風兼
は各地でみられた（後田名城下付近）



●救援物資の状況

食 糧 品

米、うどん、缶詰、ハム

ソーセージ、ジュース、スープ

パン、インスタントラーメン

塩 等

◄県議会被害調査団に被害状
況を説明する町長，町議会

▲空から救援物資が届く（町民グラウンド）

日 用 品 衣類·寝具•その他

タオル、石ケン、手袋、陶器 シーツ、毛布、 ベビー用品

靴、サンダル、バスタオル （オムツ外）、シャツ、布団

救急用品、ティッシュペー 作業衣、その他の衣類

パー等 タバコ等



◄飯盛町7·23大水害死亡者合
同葬会場（寺平名西明寺）

▲犠牲者の巽福を祈り，弔辞を

読む町長（寺平名西明寺）

◄級友も最後の別れに参列
（寺下名西明寺）



▲暗渠がつまり，道路を濁流が横断したため造

路が欠壊（町道古場三本松線平古場名付近）

▲濁流で護岸が決壊，付近の田は石の山となった（山口川）

►道路欠壊でガードレールも曲がってし
まった（国道251号線池下名付近）



▲本復1日へ—―急傾斜地崩壊対策工事が進む（古場名上園地区）

▲河川改修工事で改良が済んだ田結川上流（古場名宮ノ前地区）



町内被害状況
7. 23長崎大水杏による本町の被寓は，人的被轡（死

者］8名）のほか，物的被甚も総額 7,533,432千円に達し

た。物的被甚のうち家屈は，全壊19世僻，半壊34世偕，床

上没水225世幣，床下没水200世僻，被苫額157,500千円，

農林水廂関係で1II’lllIの流出，冠水など 3,783,786千円，土

木で道路決壊など2,965,827千円，商工で384,706T-円，

文教は学校施設24,000千円，その他の被寓 217,613千円

であった。

被害状況 58. 8. 10現在（単位千円）

区 分
10日 IO時現在

単位 被甚数批 金 額

死 者 1 人 18 
人

行方不明者 2 人

゜的
重偏者 3 人

被

甚
軽偏者 4 人

計 5 人 18 

棟 19 

全壊（焼） 6 ・tll・,:,¥' 19 47,500 

人 78 

棟 34 

家 住 半壊（．焼） 7 1似i:； 34 51,000 

人 159 

棟 50 

一部破損 8 世僻 50 7,500 

人 210 

棟 225 

家 床上没水 ， 泄術 225 22,500 

人 922 

棟 200 

屋 床下没水 10 泄幣 200 16,000 

人 820 

i 公共建物 II 棟

その 他 12 棟 164 13,000 

計・ 13 ／ ー 157,500 

流出・埋没 14 ha 30 450,000 
田

冠 水 15 ＂ 80 

畑
流出・埋没 16 II 

I災
冠水 17 II 

農地11i業用施設 18 カ所 1,370 2,510,000 

農 廂 物 19 トン 690 154,000 

畜廂物 20 ＂ 
57 30,800 

林
林地林産施設 カ所21 11 561,000 

林 廂 物 22 トン 210 11,156 

計 23 ／ 3,716,956 

嘉
漁船 24 隻

一般船舶 25 ＂ 

16 

水
漁 港 26 カ所 1 50,000 

水廂物・その他 27 トン 4 16,830 
肖；

ii1 • 28 ／ -66,830 

道 路 29 カ所 220 413,012 

橋 iぷ9]、 30 ＂ 5 20,000 
土

河 I l l 31 II 156 2,532,815 

悔 陥 32 ,, 

砂 防 33 II 

木
港 消 34 ＂ 

,i | ・ 35 ／ — 2̀-,965,827 

通信施設 36 件
商

鉄，逍不通 37 // 

廂工被 :•1;: 38 II 72 384,706 
工

.11・ ／ / 39 384,706 

柄院診療所等 40 棟 2 10,000 

水逍施設 41 カ所 18 6,000 

泊掃施設 42 ＂ 1 1,000 

,ii・ 43 ／ / 17,000 

公立 44 2 24,000 
文 学校

私立 45 

そ の 他 46 
教

JI・ ／ ー47 24,000 

がけくずれ 48 カ所 200 200,000 
そ

地すべ り 49 
の

そ の 他 50 6)3 
他

9}| • ／ / 51 200,613 

被'.，!f• 総額 52 ／ ー7,533,432 

地区（名）別被害状況

地区名 死者 全 壊 半 壊 床 I~• 

（名） 人 世•}lf 人ll 世•:i9 人 ll 世 •:l\, 人 Jl

後 Ill 1 2 2 8 61 244 

船 ilt 20 75 

下 公ヽ9,. 30 109 

久保 1 2 2 ， 12 51 

佐 Ill 2 11 

小 1沿 74 293 

平古場 I 6 1 7 

石原 2 8 

山口 1 7 

開 I 2 2 11 1 6 

上 1J;i

池下

泊水 1 2 5 8 36 11 48 

寺平 I 7 

I II.il i 2 I 2 2 8 8 52 

川下 I 6 2 JI 2 ]I 

古場 15 11 53 15 69 

ii | ・ 18 19 78 34 159 225 922 



（麟7月23日17:00 

解散 7月31日12: 00) 

飯盛町では， 7月23日午後 4時50分大雨洪水特報が発

令されるやいなや，役場内に災苫対策本部を設骰し，町

職貝が第 1配備体制にはいり，危険箇所の巡祝や，大雨

に対する注謡，腎戒を呼びかけていたが腎報発令後 1時

間を経過した頃より急速に雨足が早まったため， I在に第

3配備体制に移行するとともに全町職貝を非’iit招集し，

さらに町消防団269人全貝に出動命令を発した。

職貝や消防Iぎtll1は対策本部の指示によって，担当地区

や分団内における被甚発生状況の把握，危険箇所の巡視，

避難者の誘j＃等にあたった。

午後 8時を過ぎた頃から町内各地より，家屋の倒壊や

床上・床下設水，河川の氾濫，椎崩れ等の被魯を知らせ

る龍話が相ついだ。

時間が経過するにつれ，被憲は甚大であることが判明

したため，緊急、本部員会議を開催し，応怠復旧，炊き出し，

水問題，被災者の救援救助活動等当而する問題について

協議した。

総務対策部
災甚対策本部が設附されると本部の庶務を始め，各部

(l/1.)の連絡調整や関係機関，団体に対する協力並ぴに

応援要;1iりを行った。

総務日誌

7月23日（金）

16 : 50分 大雨洪水腎報発令さる

17: 00 飯盛町災寓対策本部設i；，［

本部員待機

18 : 00 1 illi11）j団長，分団長に出li))待機要;:;

19 : 00 全町職員（第 3配備）消防団に出動命

令を出す

20 : 30 I役場の雨批計，時間雨!IJ:137 mmを記録

する

町内各地より被者通報入る

ポートで救助活動開始

21 : 00 行方不明者の第 1報入る

22 : 40 江ノ浦漁港が満潮となり， 1m平野一'}lf
は泥湘となる

被災者，通行人 (1|i)避難する

（町民センター，各部落公民館）

7月24日(±)

0 : 05分 1行方不明者の通報次々に入る

5 : 00分救助活動，被審調壺開始

6 : 00 消防団出動 (269名）

6 : 25 県災沓対策本部へ報告（第 1回）

6 : 30 災甚救助法適用される

9 : 00 県社会課へ自衛隊の出動要請

9 : 00 飲料水の給水開始

9 : 00 婦人会の出動要訥（炊き出し）

12: 00 教育施設の被害調壺開始

13: 00 婦人会炊き出し開始（町内10ヶ所）

18: 00 救援物究の配付開始

夕方までに 5遣休収容

7月25日（日）

5 : 30分 1自衛隊救援に米町

陸上自衛隊小介普通科連隊720名

車両90台

陸上自衛隊大村部隊給水班12名

給水車 4台

6 : 00 自衛隊救助活動開始

8 : 00 消防団，建設協力会出動

8 : 00 給水活動，炊き出し1}り始

9 : 00 防疫班出勁

5逍休収容

逍体を火葬する

13 : oo I救援物森配付

7月26日(Jl)

7 : 00分 自衛隊救助活動開始

7 : 00 消防団，建設協力会出動

7 : 00 炊き出し1開始

8 : 30 防疫活動，給水活動IJfJ始
8 : 30 救援物税の配付開始

逍体を火葬する

10 : 00 1九州牒政局から被災状況視察 (2名）

11: 30 建設省から II (II) 

5辿体収容
14: oo I県から文教施設被甚調介

夕方までに一部を除き湿気復旧

II 水逍復旧

7月27日伏

7 : 00分 1自衛隊救助活動開始

消防団，建設協力会出動

s : oo I炊き出し，防疫活動，給水活動開始

県より被害状況調在応援に米町(3名）

ll : 00 1隣接町の消防団に救助活動を要請

12: 00 自衛隊給水活動応援完了

環体収容

15 : 00 1県：I｝納長被災地視察

17: 00 自衛隊救助活動完了

7月28日困

7 : 30分 1消防団出動

北麻 3町消防団救援活動のため米町

8 : 00 I IこIノ津腎察署から救助活動応援(12名）

建設協力会出動

古場名，給水活動

17 



8 : 30分 防疫活動

18: 00 L乏lIIiiし＇iし灰II'）砕皮',I和1／け兄f)し劣苓

陳t,'贋提il : （7, 23災＇，＇t'贋 1復111) 

7月29日休）

7 : 30分 i¥,i IIJj l-.tl : l i jリJ

8 : 30 |I）j1迂i舌重/JllfJカ合

8 : 30 給水活動開始

8 : 30 建設協力会出動

8 : 30 炊き出し開始

11 : 00 披後の逍休発見収容

本部員会議

8月3日に合l'，J葬決定

逍体を火葬する

,，咋寮作業隊完了

救援物脊配付

7月30日（金｝

8 : 30分 ll）j1迂i舌勁l}fl始

8 : 30 条合7k氾ij;）j|}f.j机合

8 : 30 炊き出し l}f•J始

救援物賽受令(i

17: 00 中央より 3代議士被甚状況視寮

7月31日(±)

8 : 30分 |1）j1虻 i舌重）JI｝ f•J 女台

・ 8 : 30 給水活動開始

8 :・ 30 炊き出し開始

弔慰金支給

12: 00 災寝対策本部解散

被災納税者に対する被甚調任を実施し， IIII税について

は条例の一部改正で，国保税については新たに条例を制定

して納期延長や減免を実施した。

① 減免状況 （単位：人、 千円）

区 分 納税義務者 減免税額

町民税（所得','ill額） 112 1,350 

土地 118 142 

固定骰廂税 家屈 196 1,418 

,]ヽ 計 314 1,560 

国民健康保険税 111 6,189 

ノ9コ入 計 537 9,099 

（注）避雅等に伴う公営住宅等の貸与による減免も含む

② 納期限延長状況 （単位：人，千円）

区 'J‘J - 納税義務者 納期限延長税額

固 定森廂税 481 3,783 

国民健康保険税 236 3,154 

ム9ご9 ii1• 717 6,937 
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（;O、） 、耀甑□；
被災者への救援物賽の配付，炊き出し，避り＼lf:I所の，没ii’9,:

収容，義援金の配分， I心怠仮，没住宅等住民相，，炎の中心窓

|＿1として対応した。

日誌 ＼ 

7月24HU:)I Mi伽地区住民63名避雅

各地区被＇， 1；：』:,jft

蒻［援物賽受領 (*Illふとん店）

7月25日（I]l|救援物脊受領（西友ストア外）

，凍’i'火才陪且がで 3設t体火葬する

全壊1世僻へ救援物脊配付

7月26191(／1) I救援物脊受領 (1994喝虚公村：外）

翡米町火葬場で 1遺体火葬する

小浜Illり［火葬場で 3i践体火非する

全・半壊世僻へ救援物務配付

7月27[［（灼 I救援物賽受領（マスプロアンテナkk外）

ヘリコプターで救援物約1li< 
諌早火葬場で 7追体火非する

全・半壊•W.徘へ救援物沢配付

7月28日（水） I救援物骰受領 (El赤）

救援物骰仕分

7月29El（オ9|床上没水1U:4府へ救援物賽記付

救援物脊｛l：分

諌早火葬場で 1遣体火葬する

7月30卜！⑱ |救援物脊受領

全地区果物類配付

常香傑脊llil被'.,l殖貯t（県児童保ff,；果よ

l)米11 1 [） 

小島名婦人部応援仕分 (4名）

7月31日U:)I古場地区仮設住宅建設打合せ会

災布弔慰金支給

救援物沢受領仕分

8月 1日(Il)I救援物脊受令(i仕分

全壊1世附救援物壺配付

8月2日(Il)| I，も急仮設住宅現地案内（県住宅課 4名）

救援物沢イ1：分（小島名より 4名応援）

半壊世幣救援物究記付

8月3日（灼 I救援物紹l：分

合同葬像参列

8月4日Vk)|'1攻援物脊受領（福祉•II務所外）

床上没水世’：柑救援物税配付

8月5日（木） 1，：東早土木事務所主催住宅相談所llfJ設

共1111118月 5日～10日

8月6El⑱ |有家町民生委貝災甚見舞のため米IIIT
住宅相談所公報

8月7日(:j) 救援物沢諫早駅にて受領

8月9日（月） 救援物賽受領（小包大小27コ）

8月10日（灼 救援物莉凍早駅にて受領

＂ 受領（日赤）

8月11日（水） 救援物賽諌早駅にて受領

8月12日（木） II （小包 6コ）

8月13日倫 仮設住宅入｝i9]・

8月14日t1:) 救援物沢受領（小長井町外）

8月19日（木） 救援物莉受領（諌早農協より米16俵）



8月20日（1d 救援物脊受領 (El赤 4t,Ji. 2台）

8月21日(I:） 救援物脊f:I：分

8月22H(l]) 救援物町．1：分
8月23El（月） 救援物釘：l：分（小島名より 10名応援）

8月24日（灼 全・半壊世幣救援物賽配付

東地区床」9：没水世僻救援物脊配付

8月25日（水） 西地区床上没水世幣救援物：代配付

8月30EI(月） 救援物骰受領（小包 4コ）

8月31Ell灼救援物脊受領（日赤， 2L.9|i 1台パン

1台）

9月2日(*） 救援物狩県庁にて受領

9月1111(I:) 救援物脊仕分

9月12El (II) 救援物賽仕分，配付

9月13日（月） 救援物脊仕分，配付

9月14日（灼救援物：介配付

9月24日徐救援物脊受領

義援金配分委員会開催

10月9日（1:I|救援物幻I：分

全壊世僻救援物森配付

①避難

記録的な袋雨にみまわれた本町では，被災者や危険箇

所付近の皆さんを避雅所に収容し，食’Jiは趾人会の炊き：I'，

しの協力によってまかなった。

避難所設置及ぴ収容状況

避雅所名 期 /l¥l 実人Ji 延人li

|lII民センター 7月24EI-8月6日 63人 882人

西 明 二寸9-.• 7)']24日～ 8月3日 ， 99 

田結支所 7 J123 19[ ～ 7 J124日 . 13 13 

古場公民館 7月24El 28 28 

② 炊き出し

家展の全壊，半壊1世僻や危険箇1i/i・付近の避難渚に対し

て7月24日から 8月6日まで14EI I:：1行った。

0場所 II切 ンター・各部落公民館・寺杜

0人具延1,500人

0ト[IH斗c859kg 292,860円

0炊き出し者 IIII民対策部女f•職U

給食センター II 

婦人会

③救援物資

救援物沢は 7月24日本IIIふとん1,月から初めて届けられ

てから10月まで全国各地から日用晶や食糀品が次々と送

られてきた。早速物脊の仕分作業を行い，全壊・半壊恨

僻に必要なものを直に配付し，その後，順次被災世僻に

配付した。なお，救援物森の仕分け作業には小島名婦人

剖1の協力をいただいた。

0日赤を辿じて受領した救援物森7,621.'.,i

0郵便 II ＂ 130点

④ 災害弔慰金の支給

名 支給 人 貝 支給額

泊 水 名 1人 1,500 T-円

I: Il 平 名 2 3,000 

古 場 名 ， 13,500 

合 ,ti・ 12 18,000 

0 l人当1,500千円

OIIIJ条例に）＆づき 7月31日支給

⑤ 災害援護貸付金

名 1庁付件数 1芍付金額 1惰付月 H 利率

後 l!1名 l 600T刊 11月13El 3% 

船 律 名 1 600 11月13El 3 

下釜名 3 1,800 11月13El 3 

平古場名 1 1,200 11月13191 3 

泊水名 l 800 11月13日 3 

合 ,tl• 7 5,000 ／ ／ 

⑥ 仮設住宅

流出全壊した1世幣を対象に長崎県が選定し，小島名に

2棟，泊水名に 1棟建設した。

仮設住宅入居状況

建設地 構 造 面 梢 入},,}人Jl 入居l]EI

小1贔名 プレハプ平柑建 20. 12m' 3 8月!3EI

消水名 II 

＂ 2 8月13El 

⑦ 災害義援金

如 I:1咲雨で甚大な被也をうけた本IIIIに全国各地からあ

たたかい義援金が18,745,000円寄せられた。

本町1こ寄せられた義援金と県災甚義援金配分委貝会

から配分された義援金39,408,400円と合わもた総額は

58,153,400円となった。なお，受付，保管は出納対策部

が行った。

|lIIでは， 9月24日，飯盛町災杏義援金配分委貝会を開

催し，人的被甚（死者，煎傷，軽傷）と住家被也（家屋

全・半壊，床上没水）にわけて義扱金配分額を符定し，

支給した。
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① 水道班

23日午後 8時頃から倅堀となり，町内各地は近路の寸

断や河川の氾濫， iitiliiれの被'.,,,が相次いだため，送水悴

配水行が破机した。このため断水世幣1,908戸，人IJ7,333

人に達した。

24日から給水l[iによる給水を始め， 25日には自衛隊大

村部隊の給水班が到済し，断水地区に給水した。又， 1，じ

急復1日にも努め，布晒地区 1,310戸は251:117時までに復IEI

した。

水道日誌
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7月31ll(I.J 1 民間借上給水l|iによる給水（給水h:：

1 m') 

応急復11:1作業実施

20 : 00 21戸応急復 II訪l 完了し‘I!.‘ii\•給

水l}f•J始

給水車による給水完了

給水車による応急給水状況

区 自給 民給 ボ給 ノ"‘ 従

借I: l l 水

ラ
’l i. 

分 衛水 ン水
テ 人
イ

J I El 隊，li. 上,1; アlli 9 : I • J " l 

台 数 4 1 5 
7月24El 11人

水 絨m’ 4 ， 13 
台 放 3 4 1 8 

7 JI 25 El 19人

水｝，::m' 4 4 18 26 

台 数 3 6 ， 
7月26El 19人

水Jd:m' 4 6 10 

台 数 3 4 7 
7月27日 15人

水•:,tm' 4 4 8 

台 数 4 4 

7月28El 8人

水絨m' 4 4 

台 数 4 4 

7月29El 8人

水J¥::m' 4 4 

台 数 1 1 

7月30日 2人

水｝,::m' 1 1 

台 数 1 I 

7月31El 2人

水htm' 1 1 

台 数 ， 28 2 39 
ノ"入 ,； I• 84人

水iitm’ 12 28 27 67 

②衛生班

梨中咲雨によって， l｝り平野が冠水し，又河川の氾濫な

どにより住家被寓が 500戸を超えたため，伝染病の発生

を未然に11）j.Il：するよう懸命の防疫活動を実施した。

被寓をうけた家屋や周辺の溝， ゴミ．集梢場には， クレ

ゾール1-iケン液の 3％溶液を散布し，タタミ ii,i源として

生石灰，又食器消源にはオスパン液を配付した。

0)(/[」.：人夫延65人

0]|i借」・・台数延28台

0/i,i．ぅli，1廿機械20台

〇クレゾール石ケン液］，000本

0生石灰314袋

〇オスパン液120本

〇惚＆和1•1,/220,7131リ

〇防疫’lt業経'/1/1, 783, 903 l'J 

防 疫 日 誌

7月24Eltl:) I災：，l::状況調介

消甜用槃品手配

7月25日(li)1クレゾール浴液散布 (68戸）

上1);［名南部から後lll名城下， u：ノ iili

礁協付近

オスバン液配付

7月26Ell月） 1 クレゾール溶液散布 (292戸）

後I{：1名城下，小島名，久傑名，下釜

名，船ilt名，池下名， lil平名， ii'/水

名

7月27日（灼 Iクレゾール溶液散布 (41戸）

災甚ゴミ集梢楊，古楊名，東地区の

消祉揺れ家屋

生石灰配付

東地区没水家屎

朗i::(［貝会議で被災後の食生活の指祁依

頼と防疫活動の状況報告

諌早保健所から伝染柄予防に対する検

崩調査指祁のため米町（予防課長，

保健婦 2名）

7月28El(!k)Iクレゾール浩液散布 (4戸）

保育llil, 古場名補伽，消乳拉届れ家崖

生石灰配付

7月29El休） Iクレゾール溶液散布

ゴミ集梢場

生石灰配付

7月30日倫 Iクレゾール溶液散布 (11戸）

消甜漏れ家届

7月31EIU:)Iクレゾール溶液散布 (9戸）

山lこ1名中山，野中，平古場名
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防疫活動状況 集梢し，可燃物は焼却し不燃物は埋立処分した。

第 1班 第2班 第3班 合計

〈月日 作業 ii'/甜 作業 il'fili 作業消詣 作業 il'J ilJ 

〇ゴミの総批 11,300m' 

0雁上人夫延32人人貝戸数 人）1 戸数 人）1 戸数 人貝戸数

7月25日 6 28 5 20 5 20 16 68 
0車借上台数延17台

26日 12 100 12 97 12 95 36 292 

27[1 6 17 5 12 5 

28 H 3 4 

29日

30H 3 II 

31 B 3 ， 

12 16 

3 

3 

3 

41 

4 

11 ， 

0フォークリフト借上台数延 3台

0ユニック車借上台数延 2台

〇ゴミ処理事業経費 611,600円

＾ ゴヽ

計 33 169 22 129 22 127 77 425 経済対策部
飯盛町汚水処理施設被害状況

項 目 台数等

プロ ワ ー 3 台

発俎機 1 台

各種ポンプ 式

配地盤 ー式

災審復旧事業費 896,240円

ゴミ処理

備 考

施設冠水のため

II 

＂ 
＂ -------

今回の哀雨によって，農地，鶏舎，豚舎，従殖場，山

林，商店街も被害をうけ，農産物では154,000千円，畜産

物は豚や鶏を主に57130,800干円，植林した杉や棺210t 

11,156千円，商店では，建物や冠水商品の被害額が，

384,706千円に達し，被害）災林樵家や商工業者は大きな

打撃をうけた。

今度の災害によって床上・床下没水家屋や半壊，一部

破損家屋からは，泥水をかぷったタタミや衣兜／i, 日用品，

壊れた家具等多数のゴミが出た。

町では災害森金借入窓口を設骰し，被災者に対して各

種相談に応じたり，制度脊金を梢極的に活用し，災’甚脊

金借入者の負担軽減を図った。また，山地崩壊によって

被甚をうけたため，緊急（復旧）治山ボ業や自然災寓jl)j

止＇）賃t業を県， IIIIで実施し，災寓復旧に努めた。

多iitのゴミを処理するため，町建設組合の土砂捨場に

災害融資資 金借入状況

沢 金 僅 入 名 金 額 利 率 利子ヤrli給 （内訳）

天 災 森 金 36人 31,000千円 3 ％ 6 ％ 
国 3.9%
県，町］．05

自作／災維持査金 10 14,500 4.6 

巾小企業災','I復 l11：代金 18 85,500 3(3,r年） 2.5 
県2/3 
IIII I / 3 

国 民金融公 hli 52 203,500 3 (,,) 

合 叶 116 334,500 ---ー -----

緊急治山事業

j也 区 SJ(.業 1t ユこ 期 !j i 業 札既 汲

571F•10 }1 12日 谷止エ 2拮 287.7m' 伏エ 120m'

補伽 (1) 33,252-T-l:I1 土W{Jこ5枯78.Sm ソK路工 170.6m
58年 3月25日 さくユ：： 1,746m 法切J:303. 2rn' 

57.1，こ!OP]22日 谷止こに 1枯 166.4m' 伏エ 3,318m' 

袖1/JII (2) 24,542 
58年 3月25El 

こI:.Wi こ1こ 3),~52.0m I9ft41fこ1こ44.9
法・りJエ 386.2m' （水路工）

合 9}|• 57,794 

復 1日 治山 事業

J也 区 :）9業 1t ユこ JVl ’l i. 業 概 浪！

大船 3,648千1月
58年 8月19日 谷．ll:.::r:1J& 368.3m' 
59:t.I°" 2月24日

ィtt遠 Jり1liil 11iii 名・

7 年

20(3) 

7 (1) 

10(2) 

-----

•Jf-

牒材 ＜

牒 委

商工

iln ュ：
----

（）内は据附期間

(57年度）

業主 体

辰 llIi； 林業・J9務所

～ヘ，．． I・. 

(58年度）

・Ji・業主休

辰崎林業 'Ji務所

自 然災害防止事業 資金借受用被害証明発行状況

J也I><・ .')9 業 ,1,1 工 Jul .:J9業概要 実施年1変 ;I9業主体 沢 金 イ9|： 数

581J! 1月17日 土；留エ46.5m

寺平 6,500千円 ッK路工34.5m 昭和57年度 飯盛IIII
58'1'3 !HO日 伏エ1,093.3m'

58,JS 1月17日 土留エ28.5m
古楊 1,669 ソK路工48.5m 仝上 仝 」・・

5811t2月25日 伏工 624.7m'

県災•,［f'ti: 金 39 (6) 

国民金融公 hl{ 57 (3) 

合 9i9 |▲ 96 (9) 

58年 1月17日 土留エ24.0m
山口 2,067 

58年 2月25El 
水；路工25.5m -ヘL. I: 仝．l．．．
1犬こC 451.3m' 

（）内は町外居住者

こl・・留ユこ30.0m
阻j99~ I/9 3,648 フェンスGl=l.O/Jl 昭和58年1虻

J^  -」•.

イ犬こ1=324.9m' 

合計 13,88,4 -------• -----— 一 一
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建設対策部
農林省所管農地，農業用施設災轡及ぴ建設省所管公共

土木災杏の調壺は，地区剪l：イl：li、地区被＇，杯，凋 ff.担当職il，建

設課職貝であたった。 56年災忠では1：と地I：と業II]施 設99箇

所•120,919T円，公共土木 199箇所 504,307T-1りの被

忠であったが，今度の災者は， 56災と比較にならない程

大き </1!1地農業用嵐，斐 1,770箇所 2,960,000「-1り，公共

土木 381箇所 2,965,827千円にものぼった。

町・県逍に流出した土砂，流木の除去，仮設道路の建

設，仮設橋の建設家屋に流出した土砂の除去及ぴ河川

異常埋塞の除去等，応急復111は町建設組合の協力をえて

8月中には完了した。

被甚額 5,925,827千円の57災本格復旧事業実施のため，

公共土木災害査定日誌

8月26日～ 1第 1次災渥在定

普通河川天神JII②外 9箇所

叩 i'i額 27,178千円

9月13EI-I第 2次災甚在定

将通河川権現川外99箇所

叩 i'i額 241,089千円

10月16日～ I第3次災寓在定

普通河川城山川外33箇所

叩 ii額 528,930千円

11月15日～ I第4次災沓壺定

普通河川中山川①外98箇所

叩iり額 592,708千円

12月13日～ 1第5次災甚究定

晋通河川権現川①外 128箇所

申硝額 671,544千円

計 372箇所 1:I]，翡額 2,061,449干円

8月 2日から，長崎県，佐賀県外県内 8町の応援職貝を

求め，災轡壺定設計肉作成事務に当った。また， 11月に

は4人の技術職貝を採用した。さらに，膨大な査定設計

芯作成のため外注委託し，委託1tは 102,351千円であっ

た。

農林災害査定日誌

8月19日～ 1第1次災者在定

早坂（ I)道路外48箇所

叶1諮額 83,888千円

9月 1日～ 1第 2次災審在定

温泉田 (III)水路外46箇所

II:Iiili額 57,219千円

9月17日～ 1第 3次災審壺定

上iiii[［I(II)水路外84箇所

叩i'i額 136,875千円

10月 4日～ I第4次災也．在定

塚原 (II)水路外44箇所

叩i,i額 101,210干円

10月30日～ I第6次災者壺定

山lifJ(I)水路外90箇所

叩行額 282,298干円

11月19日～ I第7次災害在定

康北li'l(II)道路外82箇所

,1,請額 465,976千円

11月29日～ I第8次災礼勺杞定

12月21日

佐田江（ I)頭首工外35箇所、

巾iti額 152,827千lI.j

第10次災審在定

岩本道路外 5箇所

申睛額 12,686千円

計 442箇所 1札翡額 1,292,979千円

災害査定関係状況 （単位：千円，％）

被 害 在定申ii/i 壺定決定 国／ilt 57年度施工（含繰越） 57年度

公
区 分 箇 所 被 署 額 箇所 申 請額 箇所 決定額 補助率 箇所 事業費 消化率

河 1 1 | 156 2,532,815 130 1,625,308 126 1,359,663 65 767,642 

道 路 220 413,012 230 380,873 224 338,395 98. 9 144 231,626 
59 共

橋梁 5 20,000 12 55,268 12 53,063 11 32,161 

小計 381 2,965,827 372 2,061,449 362 1,751,121 

一
220 1,031,429 

関 河 Ill 
／／  ／ 

6 680,189 6 540,302 
84. 7 

6 223,141 
41 

連 小 計 6 680,189 6 540,302 6 223,141 

股 地 400 450,000 124 112,467 122 104,215 95.4 98 83,372 
農

農業用施設 1,370 2,510,000 318 1,180,512 306 1,067,775 99.3 136 651,117 63 
林

小 計 1,770 2,960,000 442 1,292,979 428 1,171,990 ／ 234 734,489 

合 計 2,151 5,925,827 820 4,034,617 796 3,463,413 ／ 460 1,989,059 57 
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—県 事 業―――

緊急急傾斜地崩壊対策事業
58. 3.31.現イle

地 区 事業骰 事 業 主 体

道 原 10,600千円 長崎県諌早土木事務所

上園（ 2) 42,300 工/‘ 上

上園（ 1) 47,800 仝 上

田 尻 14,800 仝 上

囲 25,000 ヘ.]こ 上

補伽(2) 78,050 仝 上

西大門 34,000 仝 上

"I勿＇ 穴 15,800 ヘュこ 上

古 野 22,700 仝 上

窃 畔 20,8'15 仝 上

堀 16,600 ュヘ：． 上

ム口 計 328,525 

教育対策部

今度の集中栄雨は教育施設にも容赦なく被甚をもたら

'した。なかでも飯盛西小学校は衷山から山津波が発生し，

又，田結川の氾濫によって濁流が流れ込み，校舎を始め，

体育館，プール，校庭は，土砂や濁流で，施設が破壊さ

れた。さらに飯盛中学校では崖崩れがあった。

このように学校施設の災甚復旧の被災世僻（家展の全・

半壊．床上没水）の児窟•生徒への学）IJ 晶支給を行った。

応援派遣職員状況

派逍機関 人数

長 崎 県 7人

佐質県 2 
公

奈良尾町 1 

厳 原 町 3 

共 吉 井 町 1 

川硼町 1 

波佐見町 3 

小 計 18 

長 崎 県 1 

u，し県北； i屈但↓ 1月 1 

l災 県諌早耕J膨Ji務所 ， 
小長井町 3 

林
麻 米 町 I 

森 山 町 I 

小 i~ I• 16 

＾ '' 計 34 

飯盛西小学校被害状況

項 目 被咆面利1等 被也金領

校 舎 332.88 m' 2,300千円

体脊館 464.94 5,148 

休脊介 I，1; シャッター 92 

フェンス外 131. 8 In 2,853 

巡動場 5,431m' 4,441 

設 備 休f卜fマット 8 176 
スープ 1

合 計 一15,010 

学用品支給状況

派 逍 拇I 1111 延日数

8月3H -10月IEl 200日

lOPI 12ll ~ 10Jl2913 34 

9/J3ll-9Pl3DEI 27 

8 Fl31 ll ~!OH I日 48 

9 /130日～10/'115日 15 

10}1 4日～10月31日 27 

10!1 4日～10Jl30EI 23 

一374 

8月2El -8月12日 10 

8月2日～ 8月12日 10 

8 }1 2 191 ~11 }1 6 El 341 

10月16日～11月10日 23 

IOH21日～10)131H 10 

10月18日～11月181] 30 

一424 

ー 798 

復111エボ完成 El 事業 1t

57年11月271] 2,300-T'Iリ

57年12)12711 5,148 

57年9月27H 92 

57年12月20EI 2,853 

57年9月30日 4,441 

176 

一15,010 

（小学校）

学 校 名 阪 盛 束 小 学 校 飯 盛西小学校
合計

学 年 1 2 3 4 5 6 計 2 3 4 5 計

人 数 4 6 2 4 2 1 19 5 2 2 1 10 29 

国 語 2 4 2 2 2 1 13 3 2 5 18 

ふ·i之119•. 写 3 5 2 2 1 1 14 3 2 5 19 

社 会 4 4 2 2 2 1 15 3 2 1 6 21 

教
地図帳 2 1 1 4 4 

狩． 数 2 5 2 2 1 1 13 3 2 5 18 

理 科 3 4 2 3 2 1 15 3 2 5 20 

科 音 楽 3 3 2 2 1 1 12 3 2 5 17 

図 工 3 4 2 2 1 1 13 3 2 5 18 

そiュIt 家 庭 1 1 2 2 

休育学習 1 1 1 3 3 

等
わたしたちの長崎県 2 1 3 2 2 5 

夏休みの友 4 2 1 7 7 

笛 1 1 1 3 3 

ランドセル 3 5 2 4 2 16 32 2 2 1 5 37 

学用品一式 5 2 2 1 10 10 
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学用品支給状況 （飯盛中学校）

学 年 1 2 3 合計

人 数 6 2 3 11 

国 戸"コ 2 1 2 5 

歯 写 3 1 4 

地 理 4 4 
社

歴 史 4 1 5 
会

公 民 2 2 

地 図 5 5 

教 数 学 3 1 1 5 

科
第一分野 3 1 1 5 

科 理
第二分野 3 1 1 5 

粛
般 2 1 1 4 

音 楽
器 楽 2 1 1 4 

等 美 術 2 1 2 5 

保 健 体 つIsJか： 3 1 2 6 

技 術 家 庭 2 1 2 5 

英 語 1 1 2 4 

副読本図解中学体育 3 2 1 6 

力 9ゞ ン 4 1 2 7 

笛 3 1 2 6 

応援の救援活動
` 1 : K ~、 1` ` T : ¥‘ :ゾ・ふ:ぶ• じ`；’・＇→、冷.-;ふ aし.t・ャ',: a.' ’.＇．. 9 ,,' : •,. 9 ＆人し• '. ¥シ’・’↓` { 1. 

① 自衛隊

記録的な集中咲雨にみまわれた本町は，被審の全貌が

明らかになるに従って，町内各地で予想以上の人的・物

的被審が判明した。

対策本部は行方不明者の捜索，断水泄幣への給水，土

石流の除去，防疫等の応急復旧を急がねばならず，労力

も不足したため，県社会課を通じて自衛隊の出動を要請

した。

要請をうけた自衛隊は，陸上自衛隊小倉駐屯地第40普

通科連隊 720名が 7月25日救援（助）活動のため米町，

古場名補伽地区から里名一帯まで行方不明者の捜索を続

け27日までの 3日Illl，延 2,160名，又，陸上自衛隊大村

駐屯地第16普通科連隊12名，給水車 4台が 7月25日から

3日IBJ,延12m'の飲料水を断水世幣へ給水した。

自衛隊の献身的，梢極的な救援（助）活動の協力に感

謝申しあげる。

② 北高 3町消防団

7月27日，北高 3町消防団に救援活動の応援を依頼，

依頻をうけた 3町消防団は 450名の団貝が救援活動のた

め28日来町，被災地の応急復旧のため，全面的なご協力

をいただいた。

0森山町消防団

古場名補伽地区から里名田結橋まで，担当の 7分団

と流木の除去，土砂の除去活動を行った。

0小長井町消防団

里名田結橋から田平橋まで担当の 8, 9分団と田畑

や河川にある流木や被災世帯から流失した机大ゴミの

除去，焼却作業にあたった。

0高米町消防団

田結て一ばる一帯を担当の 6分団と流木の除去，粗

大ゴミの除去，焼却作業にあたった。

③ 警察救援隊

1日も早い行方不明者の発見のため， iiが上捜索を重点的

に， 7月23日から31日まで9Elllll,延73名の協力をいただいた。

④ その他の協力

隣組やポランティアの人など町内外をとわず，給水活

動や土石流の除去，没水家屋の泊掃に協力いただいた。

7月23日，大雨洪水警報が発令されると，役場内に災

害対策本部を設骰し，午後 6時，団長，分団長に出動待

機を要詣した。時間経過とともに，たたきつけるような

激しい大雨となったため，午後 7時全消防団貝に出動命

令を発した。

出動命令を受けた各分団は，担当地区の危険箇所の巡

視，避難誘禅，生きうめ者の救出作業をおこなった。

7月24日からは，行方不明者の捜索及ぴ逍体の搬出，

家畜の死骸処理，土石流流入家屋及ぴ没水家屋の障審物

除去作業，道路欠壊箇所の応急復IEI作業，給水作業，防

疫作業にあたり， 29日まで梢力的に活動し，被災地の応

急復旧に努めた。

婦人会は 7月24日から各地区において避難者への炊き

出しを行った。又，不眠不休の救助作業にあたった消防

団貝や応援の消防団貝にも炊き出しを行い，救助作業で

疲労の極に達したIぎil),iに，ひとときの安らぎをあたえた。
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活動状況

項目 消 防 団 婦 人 4 ょ

期間 7月23日ltl~7月29日（木 7月24日llJ~7月29日（木

日数 7 6 
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長崎海洋気象台

7 • 23の長崎の大水害を教訓として，将米にその経験

を生かすためには，行政はいうまでもなく，気象梢報が

末端まで届く努力をしなくてはなりませんが，住民のか

たがたの防災に対する認識を新たにしていただき，二度

とあのような災轡が起こらないようにしていく必要があ

ります。

集中栄雨は短時間の現象です。地形でもその現象の現

われかたが迩いますので，その特徴をじゅうぶん理解し，

住んでいる地形を心得ておき，危険を感じたら一刻も早

＜避難することが大切です。

次にその対策として，考えられることを記しておきま

しょう。

集中豪雨は 6月から10月にかけて最も多い

集中的な大雨は，倅滞した梅雨前線に，南からの湿っ

た空気が流れ込むのが原因ですから， 6月下旬から 7月

の梅雨明けまでが最も多くなります。

夏が過ぎて，秋雨前線が倅滞しているとき，台風が北

上してきますと，思わぬ大雨になることがありますので，

この時期も注意したはうが良いでしょう。

怖い，雷雨を伴った激しい雨

梢乱雲は激しい上昇気流を伴います。 10キロメートル

以上の裔さに達し，循雨となることが多いので，宙嗚に

は注慈しましょう。

豪雨は，強雨・小やみの繰り返し

集中索雨は 2, 3時間くらいの間隔で強弱を繰り返し

ます。梢乱雲を発生させる低気圧は倅滞したり，早い速

度で移動するタイプなどがあって，その機構は複雑です

が「雨は小やみになった」とか「自分の所は雨は降って

いない」などと illI断することは禁物です。

新しい気象1脊報などに耳を傾けるようにしましょう。

雨量を測りましょう

集中栄雨を何時間も前に予報することは困難です。地

域性の強い現象ですから， 自分の所はどれくらいの雨が

降ったのかを測ることも大切です。
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雨批は， どこにも流れずにたまった水の深さのことで
（ 

すから，周囲にさえぎる物のない所を選んで，上がら下

まで同じ大きさの容器にたまった水を物差しで測れば降

水批になります。

例えば水の深さが 1センチあれば］0ミリ， 10センチあ

れば 100ミリとなります。また何時間にどれだけ降った

かということも目安にします。

1時間に50ミリ以上は災害の発生度合いが，大変大き

くなりますので，直ちに避難することが賢明です。

雨がやんでも山・がけ崩れは起こります

避雅命令が出たら，いち早く避難することはもちろん

大切ですが，今までに崩れたことがないから大丈夫とい

うのは危険です。雨があがったからと，早々に家に帰っ

て片付けなどをしていて，災；昔に見舞われることがあり

ます。雨が完全にあがって，安全を確認してから）僻宅し

たほうが良いでしょう。

沢の出口は最も危険

土石流は「山11¥iから水が吹き出す」といわれます。ふ

だんは水の流れていない小さな沢は，紫雨時には一瞬の

うちに濁流となる最も危険な場所なので，特に注謡が必

要です。

纂手賣爾戸叫
集中袋雨とは，台風米襲に際して， 300ミリ， 400ミ

リの大雨・短時間に局地的に強く降る大雨も含まれてい

ます。いずれにしても，災曹を度外視できる雨批でない

ことは確かです。このために 1時間に50ミリ， 24時間に

200ミリ以上の雨を梨中；；；t雨とおえれば，ほぼ祖用例に

一致するようです。

その原因は，上空に北から冷たい空気が流れ込み，下

陪に湿った暖かい南からの風が強く吹き込んで，大気が

対流を起こし，強い上昇気流が発生します。このため，

時に10キロメートル以上の裔さの梢乱雲が発生し，雷を

伴った大雨を狭い地域に降らせます。

このような状態になるのは，湿った空気が入り易くな

って不安定となる梅雨末期のころです。梅雨前線があっ

て，台風が重なりますと，特に災轡が大きくなります。
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氏 名

長崎県知事高田 勇

住 所

長崎市江戸町 2-13 

諌早市長野田次ー

森山町長橋村松太郎

長崎県社会福祉協議会

下釜秀人

坂 本 哲 也

市丸六男

渋谷邦百

船 律 緊 次

吉次健一郎

佐藤平太夫

却々木松子

石 松 芳 枝

老人 ク ラ プ福舟会

馬 渡 廣 雄

北稚111"1 文栄

船 tlt キサエ

，凍 交 自 動 l l i 学 校

杓 築 建 設 他 ） 長 崎 ／1iilt i;/i 

囲 大

山 ロ 俊雄

（株） 十 八 銀 行

県 町 村 議 会 議 艮 会

土橋勝利

俺 尾 II召

(h) 大 容 産 業

闘 ナ チ ュ レ ー ド 梅 崎 敬 之

諌早市束小路町 1

北高米郡森山町本村名］300

長崎市茂里町 3-24 

飯盛町開名

諫早市束本町29

飯盛町後田名

飯盛町平古場名

飯盛町1附名

大村市原口町1040

1左賀県藤律郡始野町

飯盛町1if]名
北翡米郡小長）l：|II［小11 | 1J;(iili名833

諫早市松畢町103

1k: t、'i翡til泰ii|t i t15 k §阻l•IIII 

諌早市栗面町280

長崎市栄町 1-15石井ピル

飯盛町1}f•1 名

飯盛町平古場名

長崎市銅座町 1-11 

艮崎市典善町 6-24自治会館

J奇：E県リ↓：liit1i上里町神保原420-6 

飯盛町1}｝］名

島原市新淡丙 2-2081 

東京都板橋区小茂根 5-4 

世 界 正 食 協 会 岡 田 周 三 大阪市束区大手通 2-5-1 

鳥越重似 飯盛町上原名

東彼北高杜会福祉協議会諫早市永呂棗町25-8 

北 裔 4町職貝親睦述絡協議会

II「I I11 I秀玲；

上野彩美子

浜 中 洋 子

飯盛町里名

／広島県県・市i尭山町123-205

広l,9,}県）共市押込町

小長井町職貝ー同北高米郡小長井町小川原浦名500

飯 盛 町 少 年 剣道育友会クラブ飯盛町

泉 主税 福岡市中央区春吉 2-2 -30 

有家町民生委員協議会

諌 早 農 業 共 済 組 合

西 本 /iii 寺

西本附1寺 仏 婦 連 盟

森山町職貝互助会

永 渕 非 像 杜

窪 Ill 末 倣

全国治水砂li）j協会会長 西村英一

山口沢輝

金 丸 照 :r-
横 尾 真 ． 由 災

it,j沿i牙ミli1し有家町山川58

，凍昇!.jJjビjs者IIII/J22-70

京都市下京区堀川通り花屋町下ル本頻寺l"lijij|lII

西本頻寺宗務所

北翡米郡森山町本村名］300

,；東昇訂lilg:!KII「r
横浜市）i!l区左近山団地 8-13-506 

東京都千代田区平河町 2-7 -5 

北高米郡小長井IIlf足角

横浜 lli｛呆—I：ヶ谷区 li.l' し・ II 町26-31

仝 I・.
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氏 名 住 所
/-e 

長里 小 学 校児童会 I北高来郡小長井町大峰名31

ライオンズクラプ国際協会諫早クラプ I諫早市高城町72平和ピル
会長小沢 猛

桐山久子

諫 早農業共済組合職員一同 I諫早市宇都町22-70

山 口泰治

小長井町長吉川敏隆

小長井町議会議員ー同

飯盛町農業委貝ー同

山 内小雪

高来町長中原筆二

小長井町青年団長武富為原

田中勝男

宮崎和樹

仰三高設計測批事務所

山 崎一洋

北高連合婦人会長佐藤 フヤ

飯 盛町婦人会

諫早断酒会

長 崎 西 海 建

久留米市野中町970-1

飯盛町山口名

北高来郡小長井町小川原浦名500

仝上

飯盛町役場内

飯盛町l捐名
北高来郡高来町湯江三部壱名528

北高来郡小長井町牧名

京都府相楽郡加茂町大字美浪小字南51

南高米郡小浜町北本町

飯盛町

北高米郡高米町

飯盛町

諫早市栄田町26-49県精神衛生センター

設 1長崎市典善町 2-8

諫早市束小路町 l

南高来郡愛野町本町

飯盛町

諫 早社会福祉協議会

愛野町給水指定工事指定業者一同

飯 盛 町 駐 在貝ー同

小 島 名 子 供 ム云

束 京 飯 盛 人 会

志岐咲江

森山町交通指祁貝

森山町交通少年団

飯盛町開名

束京都

福岡市東区下和白502-3 

北高来郡森山町本村名1300

仝上

森山町商工会青年部ー同北高来郡森山町

飯盛町民生児童委貝協議会互助会 飯盛町役場内

飯盛町老人クラプ連合会 仝 上

県 断 酒 連合会佐世保市皆瀬町244

県 町村議会議長会長崎市栄町4-9県町村会館

浦野勝美外2名束京都小金井市本町 I-9 -17 

小 峰フエ

橋元オ平 山口県下関市丸山町 1-11-5

謝花三千代 大阪府堺市土師町

長崎地区ライオ ンズクラプ長崎市万才町 7

北高小中学校生徒職貝ー同

北高高校生保護者連絡協議会

中 島久幸 1東京都太田区西六郷 4-31-10 

中川茂敏

長崎県町村会長 長崎 市典 善町6-24 

全 国 町 村 会 長 1東京都千代田区永田町 1-11-35 

福岡県下町村長，職貝ー同

沖縄県下町村長，職貝ー同
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借り出したときは
IIん たいせつ II かん

•本は大切に保管しましょう。
叱ら ● じ9 2 9 

・必ず期日を守りましょう。

•よごさないようにしましょう。
99りめ

・折目をつけないようにしましょう。
か

•また貸しをやめましょう。
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